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カールスルーエ運輸連合の公共交通
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1)系統S3(カールスルーエ - ブルッフザール - メンツインゲン)
94年3月 97年4月 増
加率カールスルーエ ー ブルッフザール間 3.500 15,000
● 329%*うち6,000はドイツ鉄道の列車による
(系統R3)94年10月 9
7年4月 増加率ブルッフザール - メンツインゲン間 1,
800 4,100 128%2)系統S4(バーデンバーデン- カールスルーエ - エツピンゲン)
94年3月 97年3月 増加率バーデンバーデン- カールスルーエ間(カ ルスルーエ市内交通利用者を除く) 2,
92年3月 97年3月 増
加率カールスルーエー プレツテン間 2.200 13,600
518%(カールスルーエ市内交通利
用者を除く) 97年3月
97年6月 増加率カールスルーエー エツピンゲン間 1,600 3,500 119%(カールス
ルーエ市内交通利用者を除く)3)系統S5(カールスルーエ- プフォルツハイム)
96年3月 98年3月 増加率カールスルーエー プフィンツタール間 4,000 14,000 250%
(カールスルーエ市内交通利用者を除く)カールスルーエー プフォルツハイ
ム間 6,800 23,000 238%(同
上)3)系統S9(プレッテ
ン- ブルッフザール) 94年3月 97年11月 増
加率プレツテン- ブルッフザール間 900 3,800 322%1992年9月27日にカー
ルスルーエ中央駅前-プレッテン･ゲルスハウゼン間の30.2kmの鉄道線路4'に初めて交流
直流両用の都市広域電車が運行を開始して以来5'､路線網は次第に拡大していき､1994年4





























































































●1回乗車券 - 1ゾーン内とカールスルーエ市内の特定の短区間は大人1,50ユーロ､6- 14
歳の子供は1,00ユーロ｡7ゾーン以上は､それぞれ5,00ユーロと2,50ユーロ｡
大人 (単位:ユー ロ) ゾーン 6- 14歳の小人 (単位:ユー ロ
)1,50 1/短区間
1,002,00





































あ と が き
公共交通vs個人交通 伯 家用車交通)､さらには極端に公共交通は善でマイカーは悪といった
古典的な図式はわが国ではもはやあまり適当でないし､ケースバイケースとはいえ総じて実状に
そぐわない｡というのは､例えば自家用車でも2人以上乗れば公共性を帯びるし､さらには､公
共交通のそれほど意識されていない日独 (語圏)間ないし日欧間の差異が大きくなっていると思
われるからである｡具体的には､テープによる放送や照明環境で､とりわけバス車内や駅のエス
カレーターとホーム､一部のトラックから出される ｢～しましょう｣とか ｢～して下さい｣等の
(テープによる)マナー放送や指示放送の類だ｡この種の放送は ｢交通｣の分野に限らないが､
ドイツではほとんど耳にしない｡
かつて私は､スパイクタイヤが猛威をふるっていた頃､このタイヤへの生理的嫌悪が募り､い
わば一足飛びに反車社会へと向かった｡そしてその分､公共交通､特に路面電車や鉄道などのレ
ール公共交通に共感していった｡自分の交通行動 (Verkehrsverhalten)に即して､歩行者､次
いで自転車を擁護したことは言うまでもない｡スパイク装着車を見ると嫌悪感が生じ､ノンスパ
イク車やバイクに親近感さえ覚えたほどである｡タイヤチェーンを装着して ｢素朴に｣走るバス
にも親しみを覚えた｡
ところが､｢スパイク｣が消えて久しい今日 (とはいえ､1975年に消えたドイツよりずっと後
で､その意味では最近だが)､公共交通のまともなサービス､真の福祉的視点を忘れかけている姿､
とりわけ､サービスとか親切などとは無縁のテープによるマナー音声､指示音声などに接するこ
とが増えている｡こうした音声を減らしたり止めることもサービスとか福祉ではないだろうか｡
本論を書くにあたり､特にカールスルーエ運輸連合 (KVV)のDr.WernerZimmermam 氏や
アルプタール運輸会社 (AVG)のReinhardRothfuI.i氏から資料提供等の援助を受けた｡音声環
境に関しては､電気通信大学人間コミュニケーション学科の中島義道氏の思索と行動の諸著作に
啓発されてきたことを付け加えておく｡また､当研究に対しては地球環境財団より一度助成を受
けた｡
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